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今
回
の
12
月
議
会
で
は
、
総
額
で

約
15
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
国
の
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
は
、
本
市
で
は
非
課
税
世
帯

に
１
万
５
千
円
、
課
税
世
帯
（
所
得

制
限
あ
り
）
に
５
千
円
の
現
金
給
付

と
な
り
、
自
由
度
の
あ
る
対
策
を
行

っ
た
事
を
評
価
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
一
方
で
、
今
後
、
統
一
的
な
物
価

高
騰
対
策
を
行
う
よ
う
な
場
合
は
、

現
金
給
付
よ
り
も
更
に
経
費
が
少
な

い
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
減
免

に
つ
い
て
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ
い
て

の
条
例
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳
６
カ
月

か
ら
満
３
歳
未
満
の
児
童
が
、
一
人

当
た
り
月
十
時
間
を
上
限
に
認
可
を

受
け
た
保
育
園
な
ど
を
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。
会
派
と
し
て
、
今
後
も

子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
川
口
良
江
・
小
谷
宗
太
郎

　

文責は各会派にあります。

　
令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
は
、
生

活
応
援
給
付
金
や
子
育
て
応
援
手
当

給
付
金
な
ど
約
15
億
円
を
追
加
し
総

額
を
約
４
４
３
億
円
と
す
る
一
般
会

計
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
大
伴
塁
か
ら
地
域
公

共
交
通
の
維
持
に
つ
い
て
４
点
、
犬

と
利
用
で
き
る
公
園
に
つ
い
て
２
点
。

冨
田
達
也
か
ら
は
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
２
点
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
お
け
る
長
期
休
業
中
の
食
事
提
供

に
つ
い
て
４
点
、
市
民
協
働
に
つ
い

て
８
点
。
矢
野
淳
二
か
ら
ダ
ブ
ル
ケ

ア
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
３
点
、

宮
小
路
康
文
か
ら
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
廃
棄
に
つ
い
て
２
点
、
国
鉄

ヨ
８
０
０
０
に
つ
い
て
３
点
、
生
徒

の
尊
厳
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

３
点
。
平
木
竜
馬
か
ら
長
岡
京
駅
東

口
再
整
備
の
現
状
と
将
来
像
に
つ
い

て
５
点
、
と
り
こ
ぼ
さ
な
い
支
援
体

制
整
備
に
つ
い
て
３
点
の
提
言
を
行

い
ま
し
た
。
会
派
輝
は
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
集
約
し
政
策
提
言
す
る
会
派

と
し
て
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。
　

冨
田
達
也
・
大
伴
塁
・
平
木
竜
馬
・

　
　
　
　
矢
野
淳
二
・
宮
小
路
康
文

　
　
　
　
　

　災
害
時
対
策
強
化
と
物
価
高
で
の

市
民
へ
の
支
援
等
充
実
を
目
指
す
　

　
第
５
回
定
例
会
で
は
国
の
物
価
高

騰
対
策
な
ど
は
約
15
億
円
を
増
額
す

る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
計
32
議

案
を
可
決
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
公
明
党
議
員
団

と
し
て
「
ご
み
の
減
量
と
適
正
処
理
」

「
京
都
府
営
水
道
の
建
設
負
担
水
量

の
見
直
し
」
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
検
討
状
況
」
「
災
害
時
の
対
策
」

に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
し
た
。
　
　

　
追
加
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
に
は
、

国
の
「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を

活
用
し
、
お
米
券
で
は
無
く
、
所
得

９
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
に
５
千
円
、

非
課
税
世
帯
に
１
万
５
千
円
を
現
金

給
付
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
「
子
育
て
応
援
手
当
」

の
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
意
見
書
も
「
巨
大
災
害
発
生
時
の

対
応
体
制
整
備
」
「
地
方
税
財
源
の

充
実
確
保
」
が
全
会
一
致
で
可
決
。

　
公
明
党
は
市
民
に
寄
り
添
い
な
が

ら
市
民
生
活
に
直
結
す
る
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
み
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
働
い
て
参
り
ま
す
。
　 し

ん

し

　
令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
は
、
生

活
応
援
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
を
含

む
、
約
15
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
が
審
議
、
可
決
さ
れ
、
一

般
会
計
の
総
額
は
約
４
４
３
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
木
曽
拓
朗
か
ら

「
結
婚
を
希
望
す
る
市
民
の
支
援
に

つ
い
て
」
、
柊 

彰
か
ら
「
小
畑
川
流

域
に
お
け
る
防
災
対
策
の
強
化
に
つ

い
て
」
「
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
市

の
総
合
的
な
生
活
支
援
と
経
済
対
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
小
畑
川
の
流
域
防
災
に
つ
い
て
」

河
川
管
理
に
お
け
る
安
全
確
保
と
維

持
管
理
の
観
点
か
ら
堤
防
の
雑
草
除

去
と
河
床
の
浚
渫
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、

早
速
行
政
側
と
し
て
建
設
交
通
部
が

京
都
府
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
り
、

既
に
雑
草
の
除
去
は
完
了
、
浚
渫
は

現
在
施
工
中
と
迅
速
な
対
応
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
会
派
と
し
て
市
の
課
題
、

問
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
柊
　
彰
・
木
曽
　
拓
朗

　

　
物
価
高
騰
は
市
民
生
活
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
12
月

議
会
で
は
国
の
物
価
高
騰
対
策
な
ど

約
十
五
億
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算

な
ど
15
議
案
を
含
む
32
議
案
に
賛
成

し
、
可
決
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
阪
急
長
岡
天
神
駅
西
地
区
市
街
地

整
備
に
つ
い
て
質
し
、
推
進
委
員
会

を
設
立
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
方
針
と

の
整
合
性
を
図
り
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
企
業
立
地
促
進
策
に

つ
い
て
は
、
企
業
流
失
防
止
の
た
め

本
社
要
件
や
地
元
雇
用
要
件
の
緩
和
、

そ
し
て
工
場
等
建
替
支
援
等
を
見
直

し
規
則
改
正
を
行
う
と
の
答
弁
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
質
し
、
次

年
度
開
始
に
向
け
３
月
に
利
用
施
設

の
周
知
や
予
約
を
開
始
す
る
準
備
を

進
め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
光

明
寺
の
非
公
開
文
化
財
に
つ
い
て
、

新
庁
舎
歴
史
資
料
展
示
室
で
映
像
等

で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
が
豊
か
に
安
心
し
暮

ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
八
木
優
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
小
路
貴
司

　

会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは12月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。

物
価
高
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
市
政
を

　
求
め
て
き
た
給
食
無
償
化
は
、
来

年
度
か
ら
小
学
校
で
実
施
す
る
と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
か
ら
の
食
材

費
高
騰
分
を
市
が
補
て
ん
す
る
補
正

予
算
も
組
ま
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
小
・
中
学
校
の
更
衣
室
設
置
の
求

め
に
対
し
、
順
次
設
置
す
る
予
算
が

つ
き
ま
し
た
。
教
員
に
よ
る
盗
撮
事

件
に
は
、
市
と
し
て
社
会
の
ゆ
が
み

と
真
摯
に
向
き
合
い
子
ど
も
の
人
権

を
守
る
発
信
を
求
め
ま
し
た
。
　
　

　
政
府
経
済
対
策
に
基
づ
く
補
正
予

算
で
は
、
非
課
税
世
帯
１
万
５
千
円
、

課
税
世
帯
５
千
円
（
世
帯
主
所
得
９

０
０
万
円
以
下
）
を
給
付
へ
。
市
独

自
の
低
所
得
者
向
け
対
策
は
求
め
て

き
た
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
国
か
ら

の
給
付
が
な
い
た
め
、
一
層
の
対
策

が
必
要
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
給

付
金
よ
り
経
費
の
少
な
い
水
道
基
本

料
金
減
額
の
実
施
も
求
め
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
提
案
の
意
見
書
（
国

会
定
数
削
減
に
慎
重
議
論
を
、
非
核

三
原
則
の
堅
持
を
、
生
活
保
護
減
額

の
全
額
補
償
を
）
は
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　

　
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
『
国
の

総
合
経
済
対
策
に
関
し
て
』
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
、

『
給
食
費
に
関
し
て
』
国
の
補
助
と

市
の
負
担
に
つ
い
て
、
中
学
校
給
食

に
つ
い
て
、
『
校
庭
の
芝
生
化
に
関

し
て
』
今
後
の
見
解
と
長
岡
第
三
小

学
校
の
芝
生
化
の
見
解
に
つ
い
て
、

『
東
部
地
域
が
抱
え
る
問
題
』
か
か

り
つ
け
医
の
不
在
、
健
康
格
差
、
は

っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
延
伸
に
つ
い
て
等
、

『
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域

ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
・
展
開
に
関
し
て
』

今
後
の
見
通
し
と
方
向
性
に
つ
い
て

等
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
物
価
高
騰
対
策
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
現
金
給
付
を
中
心
に
幅

広
い
市
民
へ
の
還
元
、
事
業
者
へ
の

支
援
を
含
ん
だ
交
付
金
の
活
用
や
、

給
食
費
の
公
費
負
担
等
、
市
民
に
で

き
る
限
り
負
担
の
な
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は
大
い
に
評

価
で
き
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
目
線
で
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
令
和
西
山

ク
ラ
ブ
は
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

上
村
真
造
・
田
村
直
義
・
毛
利
　
元

　

長
岡
京
未
来
の
会

し
ん  

し

し
ゅ
ん 

せ
つ

し
ゅ
ん 

せ
つ

会
派

意
見

の

日
本
維
新
の
会

令
和
自
民
党
ク
ラ
ブ

令
和
西
山
ク
ラ
ブ
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状
と
将
来
像
に
つ
い

て
５
点
、
と
り
こ
ぼ
さ
な
い
支
援
体

制
整
備
に
つ
い
て
３
点
の
提
言
を
行

い
ま
し
た
。
会
派
輝
は
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
集
約
し
政
策
提
言
す
る
会
派

と
し
て
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。
　

冨
田
達
也
・
大
伴
塁
・
平
木
竜
馬
・

　
　
　
　
矢
野
淳
二
・
宮
小
路
康
文

　
　
　
　
　

　災
害
時
対
策
強
化
と
物
価
高
で
の

市
民
へ
の
支
援
等
充
実
を
目
指
す
　

　
第
５
回
定
例
会
で
は
国
の
物
価
高

騰
対
策
な
ど
は
約
15
億
円
を
増
額
す

る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
計
32
議

案
を
可
決
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
公
明
党
議
員
団

と
し
て
「
ご
み
の
減
量
と
適
正
処
理
」

「
京
都
府
営
水
道
の
建
設
負
担
水
量

の
見
直
し
」
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
検
討
状
況
」
「
災
害
時
の
対
策
」

に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
し
た
。
　
　

　
追
加
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
に
は
、

国
の
「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を

活
用
し
、
お
米
券
で
は
無
く
、
所
得

９
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
に
５
千
円
、

非
課
税
世
帯
に
１
万
５
千
円
を
現
金

給
付
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
「
子
育
て
応
援
手
当
」

の
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
意
見
書
も
「
巨
大
災
害
発
生
時
の

対
応
体
制
整
備
」
「
地
方
税
財
源
の

充
実
確
保
」
が
全
会
一
致
で
可
決
。

　
公
明
党
は
市
民
に
寄
り
添
い
な
が

ら
市
民
生
活
に
直
結
す
る
課
題
に
真

摯
に
取
り
組
み
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
働
い
て
参
り
ま
す
。
　 し

ん

し

　
令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
は
、
生

活
応
援
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
を
含

む
、
約
15
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
が
審
議
、
可
決
さ
れ
、
一

般
会
計
の
総
額
は
約
４
４
３
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
木
曽
拓
朗
か
ら

「
結
婚
を
希
望
す
る
市
民
の
支
援
に

つ
い
て
」
、
柊 

彰
か
ら
「
小
畑
川
流

域
に
お
け
る
防
災
対
策
の
強
化
に
つ

い
て
」
「
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
市

の
総
合
的
な
生
活
支
援
と
経
済
対
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
小
畑
川
の
流
域
防
災
に
つ
い
て
」

河
川
管
理
に
お
け
る
安
全
確
保
と
維

持
管
理
の
観
点
か
ら
堤
防
の
雑
草
除

去
と
河
床
の
浚
渫
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、

早
速
行
政
側
と
し
て
建
設
交
通
部
が

京
都
府
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
り
、

既
に
雑
草
の
除
去
は
完
了
、
浚
渫
は

現
在
施
工
中
と
迅
速
な
対
応
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
会
派
と
し
て
市
の
課
題
、

問
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
柊
　
彰
・
木
曽
　
拓
朗

　

　
物
価
高
騰
は
市
民
生
活
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
12
月

議
会
で
は
国
の
物
価
高
騰
対
策
な
ど

約
十
五
億
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算

な
ど
15
議
案
を
含
む
32
議
案
に
賛
成

し
、
可
決
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
阪
急
長
岡
天
神
駅
西
地
区
市
街
地

整
備
に
つ
い
て
質
し
、
推
進
委
員
会

を
設
立
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
方
針
と

の
整
合
性
を
図
り
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
企
業
立
地
促
進
策
に

つ
い
て
は
、
企
業
流
失
防
止
の
た
め

本
社
要
件
や
地
元
雇
用
要
件
の
緩
和
、

そ
し
て
工
場
等
建
替
支
援
等
を
見
直

し
規
則
改
正
を
行
う
と
の
答
弁
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
質
し
、
次

年
度
開
始
に
向
け
３
月
に
利
用
施
設

の
周
知
や
予
約
を
開
始
す
る
準
備
を

進
め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
光

明
寺
の
非
公
開
文
化
財
に
つ
い
て
、

新
庁
舎
歴
史
資
料
展
示
室
で
映
像
等

で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
が
豊
か
に
安
心
し
暮

ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
八
木
優
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
小
路
貴
司

　

会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは12月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。

物
価
高
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
市
政
を

　
求
め
て
き
た
給
食
無
償
化
は
、
来

年
度
か
ら
小
学
校
で
実
施
す
る
と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
か
ら
の
食
材

費
高
騰
分
を
市
が
補
て
ん
す
る
補
正

予
算
も
組
ま
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
小
・
中
学
校
の
更
衣
室
設
置
の
求

め
に
対
し
、
順
次
設
置
す
る
予
算
が

つ
き
ま
し
た
。
教
員
に
よ
る
盗
撮
事

件
に
は
、
市
と
し
て
社
会
の
ゆ
が
み

と
真
摯
に
向
き
合
い
子
ど
も
の
人
権

を
守
る
発
信
を
求
め
ま
し
た
。
　
　

　
政
府
経
済
対
策
に
基
づ
く
補
正
予

算
で
は
、
非
課
税
世
帯
１
万
５
千
円
、

課
税
世
帯
５
千
円
（
世
帯
主
所
得
９

０
０
万
円
以
下
）
を
給
付
へ
。
市
独

自
の
低
所
得
者
向
け
対
策
は
求
め
て

き
た
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
国
か
ら

の
給
付
が
な
い
た
め
、
一
層
の
対
策

が
必
要
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
給

付
金
よ
り
経
費
の
少
な
い
水
道
基
本

料
金
減
額
の
実
施
も
求
め
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
提
案
の
意
見
書
（
国

会
定
数
削
減
に
慎
重
議
論
を
、
非
核

三
原
則
の
堅
持
を
、
生
活
保
護
減
額

の
全
額
補
償
を
）
は
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　

　
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
『
国
の

総
合
経
済
対
策
に
関
し
て
』
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
、

『
給
食
費
に
関
し
て
』
国
の
補
助
と

市
の
負
担
に
つ
い
て
、
中
学
校
給
食

に
つ
い
て
、
『
校
庭
の
芝
生
化
に
関

し
て
』
今
後
の
見
解
と
長
岡
第
三
小

学
校
の
芝
生
化
の
見
解
に
つ
い
て
、

『
東
部
地
域
が
抱
え
る
問
題
』
か
か

り
つ
け
医
の
不
在
、
健
康
格
差
、
は

っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
延
伸
に
つ
い
て
等
、

『
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域

ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
・
展
開
に
関
し
て
』

今
後
の
見
通
し
と
方
向
性
に
つ
い
て

等
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
物
価
高
騰
対
策
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
現
金
給
付
を
中
心
に
幅

広
い
市
民
へ
の
還
元
、
事
業
者
へ
の

支
援
を
含
ん
だ
交
付
金
の
活
用
や
、

給
食
費
の
公
費
負
担
等
、
市
民
に
で

き
る
限
り
負
担
の
な
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は
大
い
に
評

価
で
き
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
目
線
で
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
令
和
西
山

ク
ラ
ブ
は
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

上
村
真
造
・
田
村
直
義
・
毛
利
　
元

　

長
岡
京
未
来
の
会

し
ん  

し

し
ゅ
ん 

せ
つ

し
ゅ
ん 

せ
つ

会
派

意
見

の

日
本
維
新
の
会

令
和
自
民
党
ク
ラ
ブ

令
和
西
山
ク
ラ
ブ


